
※本資料は病院とＰＦＩが費用負担判定協議を行うための基礎資料。
対象となる修繕発生時に本資料を原則として都度協議を実施。

過去事例06:　（具体例を記載）

※別紙8より

『建物、設備、外構、植栽』の異状（人為的ではなく、経年劣化による）が発生した場合、
その部位、部材の機能回復が必要な場合は修繕を行う。（協議による判定）

※別紙8より

（※６）

判定場所修繕対象 工事内容の性質 工事目的 原因１ 原因者

参考資料４

原因２ 損傷の程度 大規模修繕の適否 原因３

新設、機能の追加（1-1）

現状復帰

故意又は重過失（※３）

故意又は重過失ではない

原因者が

患者（※２）

である場合

又は

原因者が特定

できない場合

で患者以外を

原因者とする

合理的な理由

がない場合

職員、第３者

（患者、PFI以

外）、不明

（1-2）
通常ありえない損傷

それ以外

PFI関連職員

病棟以外

人為的

（※１）

人為的でな

い

病院都合

PFI都合

修繕費用負担判定フローチャート

病院負担

PFI負担

病院負担

病院負担

PFI負担

PFI負担

病院負担

（※４）通常ありえない損傷：

PHSの水没、・窓ガラスの破損、ドアや壁等の穴や大きな

変形、網戸の大きな破れ、便器、便座の破損、洗面台本

体の破損等で明らかに物理的力が加わった場合をいう。

年数が経過してもそのような損傷は到底予想されないも

の。※別紙８より

施設整備性能要求水準書や選定事業者による提案に基

づく仕様ではその防止が困難な損傷・故障など。

それ以外：

通常ありえない損傷以外のものすべて

たとえば、摩耗や劣化により定期的に交換が想定される

部品（消耗部品）の不具合、開閉・施錠装置、自動扉、

経年劣化

不可抗力（※５）

PFI側の事由あり

PFI側の事由なし

費用分担協議

病院負担

建物、設備、外構、植栽

備品

ＰＦＩ職員が病院の工具等で

現状復帰できるもの

ＰＦＩ職員が病院の工具で現

状復帰できないもの
病院負担

PFI負担

（ただし使用材

料費、使用工具

は病院負担）

（※５）不可抗力（契約書1条（38））：

暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地滑り、落盤、がけ崩れ、

大火に類する火災、騒乱、暴動その他の自然的又は人

為的な現象等であって、県並びに事業者、請負業者及び

受託事業者のいずれの責めにも帰すことができないもの

（※１）人為的：

明らかに人の行為が直接の原因であるもの

ただし、不可抗力に該当するもの除く（大火に類する火災、

騒乱、暴動等）

（※６）備品（契約書第1条（8））：

備品台帳に記載のあるもの（設備は備品台帳に記載な

し）

通常ありえない損傷（※４）

それ以外（※４）

故意又は重過失（※３）

故意又は重過失ではない

PFI負担

病院負担

ＰＦＩ責任（瑕疵、施工不良等） PFI負担

常駐職員で対応できるものや応急措置はサービス購入

料の範囲内であり、別途費用が発生する場合の負担区

分を判定するためのフローチャートである

病棟 別紙２判定フローチャートへ

PFI負担

（※３） 故意又は重過失：

一般的な故意・重過失に加えて、目的外使用も含む。（1-

4）

ただし、通常予想される精神疾患患者の行動による損傷

は含まれない

（※２）患者：

入院患者、外来患者、デイケア利用者のことを指す。

患者以外の原因者としては、職員、病院関連（県、学校

機能回復が

必要

機能回復は

不要

（修繕しな

応急措置：

患者の過剰な破壊行為等に起因する損傷･故障等の発生又は発見時における被害拡大防止等のための応急措置については、選定事業者の業務とする。

【入札説明書 別紙2 患者による過剰な破壊行為に係る考え方より】

過去事例15： （具体例を記載）

（補足）

ＰＦＩ・・・本計画事業に携わる選定事業者、

構成企業、協力企業及び受託事

業者をいう。



※別紙２の（１）⑤より

☆修繕費用負担判定フロー ※別紙２の（１）①より
「別紙２判定フローチャートへ」より

※別紙２の（１）①より

※別紙２の（１）①より

※患者が想定し得ない破壊行為を行った場合

状況 破壊方法前提条件 原因となった行為 修繕対象２ 程度 判定

別紙２ 判定フローチャート

病棟：

患者が入院するための病棟。対象

は、集中治療病棟、多機能病棟、リ

ハビリⅠ病棟、リハビリⅡ病棟、若

松病棟。※実施方針 4.3 施設整

備の方向性により、病棟以外は、

管理課、供給棟、若松分校・プール、

デイケア棟、体育館。

落書き行為

水や消火器による撒き散らし

行為

不潔行為

放火行為

（Ｂ）継続的な又は繰り返しに

よる執拗な破壊行為（2-1の

②）

建物

（ガラス、壁、ドア、天

井、床など建物本体

及びドアノブ、レール

等建物に付随する部

品、部材を含む）

設備

（格納ベッド、照明、

監視カメラ、トイレ、

水道設備、電気設備

及びそれに付随する

部品、部材を含む）

詰め行為

（Ａ）物理的な衝撃による

破壊行為 （2-1の

①）

身体を使った破壊

行為

消耗品（消耗品、食

器、スリッパ等）を

使った破壊行為

什器(椅子、ベッド）、

消火器等を使った

破壊行為

本体の更新又は

中核的部品の交換が必要な場合

修繕で現状回復が可能な場合

原因者が患

者である場

合

又は

原因者が特

定できない

場合で患者

以外を原因

者とする合

理的な理由

がない場合

ＰＦＩ負担

病院負担

ＰＦＩ負担

ＰＦＩ負担

病院負担

病院負担

病院負担

若松病棟で学

習中又は遊戯

中の破損

上記以外

病院負担

ラバーカップで除去可能

ラバーカップで除去不可能

ＰＦＩ負担

別紙２ 入札説明書 別紙２ 患者による過剰な破壊行為に係る考え方

別紙８ 入札説明書 別紙８ リスク分担の考え方’（維持管理段階－本計画施設の損傷・故障等

上記以外（2-1の③）

物理的な衝撃による破壊行為：

「（Ａ）物理的な衝撃による破壊行

為」は一時的な衝動による破壊行

為に限定することとし、身体や消耗

品を使った物理的な破壊行為で

あっても、継続的又は繰り返しによ

る執拗な破壊行為は、「（Ｂ）継続的

又は繰り返しによる執拗な破壊行

為」として別に定義する。


